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◆研究概要等 

大学院以来の自分の関心を改めて振り返ってみ

ると，様々なことに関心が移ってきたようにみえます

が，根底では，平等や対等，フェアネスといったこと

が気になり続けているようです． 

資源の分配におけるフェアネス認知を研究してき

ました．分ける資源（物資的資源だけではなく，時

間，サービス，予算，関心や注意など）が豊富にあ

るなら，あまり問題にはなりませんが，多くの場合は

十分な量はありません．すべての人が望むだけ手

に入れることは難しく，資源は分け与えられねばな

りません．誰にどれだけ分配するのがフェアだと言

えるのかが問題となります．どのような状況で，どの

ような考え方で（分配原理），どのような手続きで（分

配方法），どのような結果（分配結果）になったとき

にフェアだと評価されるのかを実験的に研究してき

ました．原理，方法，結果のフェアネスは独立して

認知され，どれが重視されるのかは，分配者である

か，第三者であるかによって異なります． 
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その後，アサーティブネスというコミュニケーショ

ン理論に出会い，現在に至るまで，それに惹かれ

続けています．アサーティブネスとは，「自他尊重」

を土台とし，問題解決に向けて，自分の想いを伝え，

交渉をすすめるコミュニケーションの１つの方法で

す．アサーティブネスを人々に伝える活動を行って

いるNPO法人，アサーティブジャパンという団体で学

び，認定講師として自らトレーニングを実施しながら，

研究を行っています．

■現在の研究テーマ

１．アサーティブ・トレーニングの効果 

教育，医療・福祉，企業などさまざまな現

場でアサーティブなコミュニケーションを身

に付けるための研修や講座が開かれていま

す．私自身，トレーナーとして，また学習者

として，アサーティブ・トレーニングと関わ

っている中，学びを通じて人は変化可能であ

るという実感を持っています．しかし，「実

感」は実証的に検討されねばなりません．ど

のような過程を経て，何がどう変化するのか

を検討することで，トレーニングのプログラ

ムの改善も可能となります． 

 

２．人間関係における対等性の理解  

アサーティブネスの土台は自他尊重です．

コミュニケーションをとる際に，相手を見下

すことなく，かといって，自己卑下するわけ

ではなく，役割や立場で上下関係があったと

対人コミュニケーション 
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しても，人と人として互いに尊重することが

求められます． 

 人間関係における対等性について，このよ

うに説明されると，多くの人は確かに大事な

ことであると同意はするでしょう．しかし，

「でも現実には無理でしょう」ということば

が続くこともしばしばあります．また，「理

念」としてはわかるが，具体的にはどうすれ

ばいいのか，という疑問もわいてきます． 

 トレーニングを行う上で，こういった疑問

に明確に答えていく必要があります．しか

し，これまでの心理学には，コミュニケーシ

ョンにおける対等性とは具体的にどのような

ことが含まれるのか，といった疑問に答える

ものはありません． 

 そこで，トレーナーを対象にインタビュー

やアンケートを実施し，アサーティブネスに

おける対等性の具体的要素の抽出，整理を行

っています． 

 

３．社会心理学の歴史 

 留学先であったカナダで日本の社会心理学

について紹介をする機会があり，その際，社

会風土と社会心理学の関係について論じまし

た．数年前から「心理学史」を担当するよう

になったこともあり，またその関心が戻って

きています．近年の日本の社会心理学の文化

的特徴があるのかないのか，考えてみたいと

も思っています．
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▲趣味等 

 もともとは体を動かすことが好きでしたが，この頃はあまりその時間がとれていません．今の

私の趣味的時間とは，我が家の猫たちの観察，そして彼らとの対話でしょうか．心が和みます． 

 

◆ゼミの宣伝等 

  本ゼミで扱うテーマは多様です．ゼミ生のみなさんが，それぞれの関心に沿って見つけてきます．

SNS上でのコミュニケーション，一人で行動すること，ファンやオタクの心理など，現代的な問題へ

の関心も高いようです．他にも，人間関係や自己認識にかかわるテーマが多く研究されています．

ゼミでは，まずは自分の考えを述べること，それが最重要視されます． 


